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縄
文
を
醸
し
出
す
ま
ち
づ
く
り

 

に
向
け
た
取
り
組
み
は

　
　
　
　
　

鶴
野
自
治
会  

会
長　

葛
西　

貢
造　

氏 　

　

縄
文
遺
跡
を
将
来
に
残
し
て
い
く
こ
と
は

貴
重
な
事
業
。
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現

し
た
場
合
、
市
は
今
後
の
地
域
づ
く
り
を
ど

う
い
う
方
向
に
も
っ
て
い
く
の
か
。

（
回
答
）

　

平
成
21
年
１
月
５
日
に
「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
遺
産
候
補
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
の
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て

か
ら
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
登
録
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
つ
が
る
縄
文
の
会
や
木
造
高
校
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
は
、
情
報
発

信
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
大
変
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
７
月
に
は
、
国
内
の
世
界
遺
産
推
薦

候
補
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
11
月
２
日
の
発
表
で
縄
文
遺
跡
群

の
世
界
文
化
遺
産
の
推
薦
は
見
送
ら
れ
ま
し

市自治会連合会市自治会連合会「市政懇談会「市政懇談会」」
　市自治会連合会（白戸英行会長）主催による「市政懇談会」が11月22日、　市自治会連合会（白戸英行会長）主催による「市政懇談会」が11月22日、
柏ふるさと交流センターで開催され、自治会長ら46人が出席。よりよい柏ふるさと交流センターで開催され、自治会長ら46人が出席。よりよい
まちづくりへ向け、それぞれのテーマで福島市長や市の幹部職員と意見まちづくりへ向け、それぞれのテーマで福島市長や市の幹部職員と意見
を交換しました。を交換しました。

た
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
と
も
世
界
遺
産
登
録
へ

の
道
を
掴
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
で
は
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
」
の
構
成
資
産
で
あ
る
田
小
屋
野

貝
塚
と
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
の
保
護
・
調

査
研
究
お
よ
び
有
効
活
用
を
主
要
施
策
に
据

え
て
い
ま
す
。
田
小
屋
野
貝
塚
と
亀
ヶ
岡
石

器
時
代
遺
跡
が
あ
る
屏
風
山
地
域
は
、
多
数

の
縄
文
時
代
遺
跡
が
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
国
土
と
景
観
を
将
来
的
に
保
全
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
つ
が
る
市
で
は
平
成
31

年
度
に
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
景
観
条
例

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
特
に
、
史
跡
田
小

屋
野
貝
塚
と
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
の
周
辺

地
域
は
重
点
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在
の
暮
ら
し
と

「
縄
文
人
が
見
た
風
景
」
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
各
種
団
体
や
金
融
機

関
、
地
元
企
業
ら
を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
な
ど
し
て
、
効
果

的
な
発
信
を
市
内
外
に
し
て
い
く
べ
き
。
住

民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
よ

う
な
施
策
を
期
待
し
ま
す
。
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（
回
答
）

　

市
が
管
理
す
る
施
設
や
財
産
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
部
署
が
適
正
に
管

理
し
て
い
ま
す
。
遊
休
地
や
廃
止
と
な
っ
た

施
設
に
つ
い
て
も
、
建
物
に
損
傷
が
な
い

か
、
敷
地
内
の
立
木
に
倒
木
の
恐
れ
が
な
い

か
定
期
的
に
巡
回
し
、
異
常
を
発
見
し
た
場

合
、
早
急
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

横
町
町
内
会

　
　

会
長　

粕
谷　

光
彦　

氏　

　　

全
国
的
に
凶
悪
な
事
件
、
事
故
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
通
学
路
や
主
要
道
路
交
差
点

等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）

　

犯
罪
の
未
然
防
止
や
検
挙
に
効
果
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
通
学
路
等
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と

 
公
園
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

林
自
治
会

　

会
長　

竹
内　

雅
彦　

氏　

　

住
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
で
、
男
の

子
が
鉄
筋
で
目
を
負
傷
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
市
が
管
理
し
て
い
る
公
園

で
、
遊
具
や
設
備
の
点
検
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

（
回
答
）

　

市
内
22
カ
所
の
農
村
公
園
の
う
ち
、
遊
具

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
14
カ
所
で
、
今
年

度
一
斉
に
遊
具
の
保
守
点
検
を
行
い
ま
し

た
。
危
険
な
遊
具
は
使
用
禁
止
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
撤
去
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
公
園
は
、
３
カ
所
に
遊
具
を
設
置
。

危
険
性
が
あ
る
遊
具
は
そ
の
都
度
管
理
業
者

の
点
検
報
告
を
受
け
、
修
繕
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
を
迎
え
る
前
に
職
員

が
目
視
点
検
を
行
い
、
修
繕
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

の
調
和
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
の
巡
回
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
検
討

す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
の
抑
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
補
助
金
や
助
成
金
の
制
度
は
あ
る
か
。

（
回
答
）

　

自
治
会
が
設
置
す
る
場
合
は
、
自
治
組
織

活
動
助
成
事
業
で
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
青
森
県
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
適
正
な
設
置
と
運
用
に

努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

立
ち
木
の
管
理
等
に
つ
い
て

　
　
　
　

下
古
川
自
治
会

事
務
局　

瓜
田　

武
之　

氏　

　

神
社
の
木
が
樹
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
腐
食

し
、
参
拝
者
へ
の
事
故
が
心
配
。
高
所
の
枝

払
い
な
ど
は
業
者
へ
依
頼
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

費
用
の
面
な
ど
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
神
社

の
立
ち
木
の
管
理
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。

（
回
答
）

　

立
ち
木
は
不
動
産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

た
め
、
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
宗
教
法
人
や

神
社
庁
、
個
人
が
適
正
に
管
理
す
る
義
務
を

負
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
有
者
の
変
更
登
記

が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
実
際

に
神
社
を
使
用
し
て
い
る
氏
子
総
代
や
地
区

の
住
民
に
管
理
義
務
が
及
び
ま
す
。

　

市
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
樹
木
・
立
ち

木
の
異
常
発
見
に
努
め
て
い
る
か
。

テーマについて考える出席者


